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　『
総
合
文
化
研
究
』
第
六
号
を
お
届
け
す
る
。
第
一
号
は
ロ
シ
ア
・
東
欧
、
第
二
号
は
東
ア
ジ
ア
、
第
三

号
は
東
南
ア
ジ
ア
、
第
四
号
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
地
中
海
、
第
五
号
は
南
西
ア
ジ
ア
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
文
化
と
文
学
を
特
集
し
、
こ
の
第
六
号
は
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
表
象
文
化
の
特
集
を
組

ん
だ
。
取
り
扱
わ
れ
た
分
野
の
多
様
性
、
執
筆
者
の
国
際
性
、
い
ず
れ
の
面
で
も
「
ト
ラ
ン
ス
・
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容
を
備
え
た
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
号
の
編

集
を
担
当
さ
れ
た
荒
こ
の
み
、
谷
川
道
子
両
教
授
の
ご
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

　
こ
の
第
六
号
を
も
っ
て
、
世
界
の
各
地
域
の
文
化
・
文
学
を
特
集
す
る
本
研
究
所
の
当
初
の
企
画
も
一

巡
し
、
次
号
か
ら
は
別
の
視
野
か
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し
た
い
。
こ
の
『
総
合
文
化
研
究
』
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
充
実
し
、
魅
力
あ
る
雑
誌
に
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

　
昨
年
、
本
学
を
退
官
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
牛
島
信
明
氏
が
こ
の
暮
れ
に
急
逝

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
三
月
に
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
石
井
和
子
教
授
、
古
典
文
学
・
比
較
文
学
の
沓
掛
良
彦

教
授
、
朝
鮮
文
学
の
三
枝
壽
勝
教
授
、
ア
ラ
ビ
ア
文
学
の
奴
田
原
睦
明
教
授
が
そ
ろ
っ
て
定
年
退
職
さ
れ

る
。
私
た
ち
の
研
究
所
に
と
っ
て
は
大
変
な
痛
手
、
空
白
に
な
る
。
新
た
な
血
を
く
わ
え
る
と
と
も
に
、

私
を
ふ
く
む
本
研
究
所
員
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
研
究
、
研
鑽
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
切
に
思
う
。

　
こ
の
意
味
で
も
、
前
研
究
所
長
の
亀
山
郁
夫
教
授
が
労
作
『
磔
の
ロ
シ
ア—

ス
タ
ー
リ
ン
と
芸
術
家
た

ち
』
に
よ
っ
て
、
今
年
度
の
第
二
九
回
大
佛
次
郎
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
は
大
変
な
朗
報
で
あ
り
、
心
か
ら

祝
福
し
た
い
。
亀
山
教
授
の
こ
の
快
挙
は
、
今
後
私
た
ち
の
研
究
所
所
員
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
有
意
義

な
刺
激
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
研
究
所
は
例
年
通
り
、
荻
野
ア
ン
ナ
、
津
島
祐
子
、
多
和
田
葉
子
と
い
っ
た
現
代
日
本
の
代
表
的
な

作
家
た
ち
を
お
招
き
し
た
公
開
講
演
会
「
作
家
の
〈
言
葉
〉」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か

の
公
開
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
催
し
を
後
援
さ
れ
た
国
際
言
語
文
化
財
団
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
深
い
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
お
き
た
い
。


